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我が国の国立大学法人等（大学共同利用機関法人、独立行政法人国立高等専門学校

機構を含む。以下同じ）は、高等教育、学術研究の進展に対応し、様々な時代の要請

に応えながら、社会の発展に寄与してきた。こうした国立大学法人等の施設は、創造

性豊かな人材養成、独創的・先端的な学術研究の推進など国立大学法人等の使命を果

たすための基盤であり、その施設の整備充実を図っていくことは、我が国の未来を拓

き、我が国を成長・発展へと導くものである。 

 

このため文部科学省では、第２期科学技術基本計画（平成１３年３月閣議決定）を

受けて策定した「国立大学等施設緊急整備５か年計画」（平成１３～１７年度）及び

第３期科学技術基本計画（平成１８年３月閣議決定）を受けて策定した「第２次国立

大学等施設緊急整備５か年計画」（平成１８～２２年度）（以下「第２次５か年計画」

という。）に基づき、計画的・重点的に施設整備を支援してきた。 

第２次５か年計画では、教育研究基盤施設の再生（老朽再生整備及び狭隘解消整備）

や大学附属病院の再生整備を重点的に実施することで、安全・安心な教育研究環境が

確保されるなど、一定の成果が現れつつある。また、施設マネジメント等のシステム

改革に関しても、各法人において積極的な取組が進められ、教育研究の進展に大きな

効果が現れ始めたところである。 

 

しかしながら、国立大学法人等は、依然として耐震性に問題のある施設を含む膨大

な量の施設の老朽化、新たな教育研究ニーズによる施設の狭隘化、大学附属病院の医

療環境の改善充実など早急に対応すべき様々な課題を抱えている。今後、各法人にお

いて一層の個性化・多様化が求められている中で、その施設の質的向上を図り、その

価値を高めていくことが必要となるが、十分な対応ができていない状況にある。 

 

また、平成２３年３月に発生した東日本大震災では、東北や関東地方の国立大学法

人等において、施設及び設備等の損壊やライフラインの途絶、電力供給力の減少等に

よる教育研究活動の停止など、広範かつ深刻な被害が生じたところであり、総合的な

防災対策の重要性が再認識されたところである。 

 

これまでも本協力者会議は、国立大学法人等施設の整備充実に向けて様々な形で提

言を行い、適時、国や国立大学法人等に対して必要な対応方策の実行を求めてきたが、

平成２２年度が第２次５か年計画の最終年度であることを踏まえ、平成２１年８月に

は、同計画期間における取組状況を検証した上で、国立大学法人等施設を取り巻く現

状と課題や施設整備の在り方とともに、今後の中長期的な対応方策について検討し、

「中間まとめ」として報告した。また、平成２２年８月には、アンケート調査などに

よる第２次５か年計画の更なる検証や諸外国の状況調査の実施、「戦略的なキャンパ

スマスタープランの手引き」の作成などの検討を重ねるとともに、平成２３年度以降

の計画的・重点的な施設整備の方向性について具体的な内容を示し、「第二次中間ま

とめ」として報告した。 

その後、「第二次中間まとめ」を対象として広く国民から意見募集を実施しすると

ともに、東日本大震災における被害を踏まえた新たな課題を検討し、平成２３年度か

らの５か年間の重点的な施設整備目標を取りまとめ、この度、報告することとした。 

 

はじめに 
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本報告は、第４期科学技術基本計画（平成２３年●月●日閣議決定<P>）の策定に

向けた検討状況を踏まえつつに基づき、今後の施設整備の方向性を示すとともに、国

及び国立大学法人等が今後の施設の整備充実に向けて一体的な取組を進めるための

一助となることを意図している。 

このため、国は、本報告に示した対応方策を着実に実行するとともに、各国立大学

法人等においても、これらの対応方策を踏まえた主体的な取組を期待する。 

そして何より、国立大学法人等関係者をはじめとしてた各方面の関係者に対して、

施設整備の必要性が理解されるとともに、整備充実に向けた国民的な議論が喚起され

るとともに、我が国の国立大学法人等施設の整備充実が図られることにより、国立大

学法人等がその使命を十分に果たすことを切に願うものである。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中国 華東政法学院 米国 カリフォルニア工科大学 

キャンパスは大学の顔― 
個性と魅力あふれるキャンパス環境は優れた研究者、学生を惹きつける 

米国 ワシントン大学 

帯広畜産大学 京都大学 東京大学 
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１．国立大学法人等の使命・役割 

 世界的な金融危機を発端とした世界経済の危機的状況、地球規模の環境問題の深刻

化、グローバル化に伴う国際競争の激化、地球規模の環境問題の深刻化など我が国を

取り巻く世界の情勢は目まぐるしく変化している。また、東日本大震災からの復興、

再生の実現、少子高齢化や人口減少の進展等に伴う社会システムの変化など、我が国

においては様々な課題が山積している。 
天然資源の乏しい我が国が一層の発展を遂げ、国際社会に貢献していく上でも、そ

の礎となるのは人づくりであり、教育である。教育の発展なくして我が国の持続的な

発展はない。 
加えて、我が国が持続的な成長・発展を遂げていくためには、イノベーションにつ

ながる科学技術の振興を強力に推し進めるとともに、それらを基盤とする国際競争力

を確実に培うことが不可欠であり、現在、策定に向けて検討が進められている｢第４

期科学技術基本計画｣などの実施実現に向けても、大学等が創造性豊かな人材養成、

独創的・先端的な学術研究の推進を図ることは極めて重要である。さらにまた、地域

貢献や産学官連携、国際協力等を通じて社会貢献を果たしていくことは、我が国社会

が活力ある発展を続けていく上で欠くことができないものである。  
 大学等は、我が国の高等教育及び学術研究の根幹を支えるものであり、将来にわた

る社会の発展の基盤の構築に寄与すべきものとして、国際的な魅力を発揮し、知の拠

点としての役割を果たしていくことが期待されている。 

 その中でも、国立大学法人等は、創造性豊かな人材養成に寄与するとともに、独創

的・先端的な学術研究を推進するなど我が国の高等教育と学術研究の中核を担ってき

た。また、全国的に均衡のとれた配置により、地域の教育、文化、産業の基盤を支え、

学生の経済状況に左右されない進学機会を提供するとともに、生涯学習社会の実現や

地域社会の活性化に貢献するなど、重要な役割を果たしてきた。 

 また、先般の東日本大震災では、学生や教職員、被災者や帰宅困難者に応急避難所

等の提供を行うとともに、被災者の救命救急医療において中心的役割を果たすなど、

大学等による多方面にわたる支援が実施され、その地域に果たす役割の重要性が再認

識された。今後も、各大学がそれぞれの特色を活かし、震災からの復興と活力ある日

本の再生に向けた取組への参画が期待されている。 

 国立大学法人等の第２期中期目標期間が始まった現在も、国立大学法人等の使命は

変わるものではなく、法人化のメリットを活かした機能の充実が一層期待されている。 

 

２．国立大学法人等施設の役割 

 国立大学法人等の施設は、このような国立大学法人等の使命を果たすための基盤を

成すものである。 

 国立大学法人等の施設はり、我が国の未来を担い「知」の創造・継承・発展に貢献

できる人材を育む場、イノベーションの創出へと導く独創的・先端的な学術研究を推

進する場として、知的創造活動や知的資産を継承し活性化させるための適切な環境を

整える必要がある。また、 

国立大学法人等のキャンパスは、多様な人々が集い、交流を育む場でもあることか

ら、人間性、文化性に配慮したゆとりと潤いのあるキャンパス環境の形成は欠かせな

いものである。また、災害発生時においては、学生や教職員だけでなく、地域住民や

患者の生命を守る場となるものであり、必要な機能を適切に確保する必要がある。  

第１章 国立大学法人等施設の果たす役割 
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このように、国立大学法人等の施設は、高度化・多様化している教育研究活動の展

開を図っていく上で極めて重要な役割を担っているだけでなく、産学官連携や研究交

流の促進、国際化の推進、生涯学習社会の実現、社会貢献等を果たしていく上での礎

であり、る。これらにふさわしい、十分な機能を持った、質の高い、安全な教育研究

環境の確保とその一層の高度化に向けて、安定的、継続的な機能や質的水準を備えた

施設の整備充実を図っていくことは、我が国を成長・発展へと導くに不可欠なもので

ある。 
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１．第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画の検証 

 文部科学省では、第３期科学技術基本計画を受け、全体の整備需要（約１，０００

万㎡）のうち、平成１８年度からの５年間で緊急に整備すべき施設（約５４０万㎡）

を盛り込んだ「第２次５か年計画」を策定し、重点的・計画的整備を支援してきた。 

 以下に、その具体的な実施状況について示す。（図表１） 

 

（１）重点的整備の状況 

第２次５か年計画では、緊急に整備すべき対象として、①教育研究基盤施設の再

生として、；ア）「老朽再生整備（約４００万㎡）」、イ）「狭隘解消整備（約８０万

㎡）」、②「大学附属病院の再生（約６０万㎡）」の併せて、合わせて約５４０万㎡

の整備を掲げた。 

 平成２２年度末見込みでは、全体約５４０万㎡の整備目標に対し、約４６７８８

万㎡（約８６９０％）の進捗となっており、施設整備費補助金等の国費による整備

と併せて、各法人の自助努力による様々な財源等を活用した整備が行われることに

より、一定の整備が進められてきた。（図表２） 

 

①教育研究基盤施設の再生 

ア）老朽再生整備 

 教育研究基盤施設の整備充実を図るため、老朽施設の再生を最重要課題とし、

耐震性能の著しく劣るものや、著しい機能上の問題を改善することにより優れた

教育研究成果が期待されるものを中心として、約４００万㎡（Is 値1０.４以下2の

施設約２８０万㎡の老朽改善を含む）の整備を掲げた。 

これに対し、約３３７９万㎡（約８４５％）の老朽施設の改善整備を行い、そ

のうち、人材育成機能を重視した教育基盤施設について約３１１３万㎡、卓越し

た研究拠点について約２６万㎡の老朽施設が再生整備された。 

具体的には、耐震対策など安全・安心な教育研究環境の確保を図るとともに、

利用形態の変化や新たな教育研究を実施するためのスペース需要に対応したり、

老朽した基幹設備を改善する場合に省エネルギーに配慮した設備に更新するな

ど、機能的な改善も図った。 

特に、耐震対策については、最優先の課題と捉え、耐震性能が著しく劣るもの

を中心に約３０８万㎡の耐震化を図った。このことにより、第２次５か年計画を

策定した平成１８年当時において約６５％であった耐震化率が平成２２年度末

見込みで約８８％3と着実に耐震化が進められてきたが、Is 値０.４以下の施設に

                                                  
1 Is 値：建物の基本的な耐震性能に建物形状や経年等を考慮して算定「Is＝Eo×SD×T…Eo：保有性能基本指標、SD：形状指標、

T：経年指標」する構造耐震指標である。一般の施設については、「建物の耐震改修の促進に関する法律」（平成 7年法律第 123

号）第 4 条の規定に基づく基本方針「建築物の耐震診断及び耐震改修の促進を図るための基本的な方針｣（平成 18 年 1 月 25 日

国土交通省告示第 184 号）により、大規模な地震が発生した場合に、倒壊又は崩壊しないようにするため Is 値 0.6 以上を確保

するよう規定（Is＜0.3 大規模な地震等による倒壊等の危険性が高い、0.3≦Is＜0.6 大規模な地震等による倒壊等の危険性が

ある）されている。他方、学校施設については、これらの法律及び指針によるほか、平成８年に社団法人日本建築学会学校建築

委員会耐震性能小委員会においてまとめた「文教施設の耐震性能等に関する調査研究」を踏まえ、文教施設としての特殊性を考

慮し、さらに耐震性の割増を行い Is 値 0.7 以上を確保することとしている。 
2 「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準｣（財団法人日本建築防災協会）によると「1995 年兵庫県南部地震を経験し

た学校建築の内、第二次診断における Is 値が 0.4 以下の建物の多くは倒壊又は大破した」ことが報告されており、平成 18 年 3

月に本協力者会議がまとめた「知の拠点－今後の国立大学法人等施設整備の在り方について」において、耐震性の著しく劣る施

設について、最重要課題として緊急に取り組む必要性を指摘している。 
3 平成 22 年度末の耐震化率については、耐震化を図った約 308 万㎡のほか、耐震診断により耐震性を有すると診断されたもの

又は新増築により整備されたもの約 330 万㎡に附属病院の再開発により整備されたものを含めて算定したものである。 

第２章 国立大学法人等施設の現状と課題 
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ついては、依然として約３１万㎡の耐震対策が図られないまま残っている状況で

ある（大規模な地震等による倒壊等の危険性の高い Is 値０.３未満の施設につい

ては、現時点で改修可能なものは全て耐震化が図られた。）。（図表３） 

 

イ）狭隘解消整備 

 新たに設置された大学院や若手研究者のためのスペース確保等、新たな教育研

究ニーズへの対応として、施設マネジメントによる対応が困難で真にやむを得な

いものについて新増築による整備を図ることとし、約８０万㎡の整備を掲げ、こ

れに対し、約６７８１万㎡（約８４１０１％）の狭隘施設の解消整備を行った。 

具体的には、世界トップレベル研究拠点等の先端的な研究を行う施設、産業界

との連携による共同研究・受託研究等を行う施設等、卓越した研究拠点について

約２８３５万㎡、新たに設置された大学院や若手研究者のスペース確保等、人材

養成機能を重視した教育研究基盤施設について約３９４６万㎡の狭隘解消整備

を行った。 

 

②大学附属病院の再生 

 大学附属病院は、先端医療の先駆的役割などを果たすため計画的な再開発整備等

を進めており、約６０万㎡の整備を掲げ、これに対し、約６２８万㎡（約１０１４％）

の整備を行った。 

 具体的には、近年の医学の進歩に伴う医療の専門化や高度化、ニーズの多様化に

よる狭隘化の解消や、経年による機能劣化の解消など、医療機能の維持・改善を図

るための施設整備を行った。 

図表１ 第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画（平成 18～22 年度）の概要 
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（２）システム改革の状況 

 第２次５か年計画においては、具体的な実施方針として、各国立大学法人等にお

ける施設マネジメントや多様な財源を活用した整備手法による整備等のシステム

改革を一層推進することが掲げられている。 

 以下に、その具体的な取組状況について示す。 

 

①施設マネジメントの取組状況 

ア）既存施設の有効活用 

各国立大学法人等において、施設の点検・評価や弾力的に使用可能なスペース

の確保、使用面積の再配分など既存施設の有効活用に関する取組が積極的に行わ

れている。（図表４） 

・ほぼすべての法人において既存施設の有効活用に関する規程が整備されてお

り、有効活用への取組が進展している。 ９７％（Ｈ１７）→９９％（Ｈ２０） 

・講義室の稼働率については、平成１８年度と比較して高稼働率にシフトしてい

る一方、稼働率が低い講義室も依然として存在している。 

図表３ 国立大学法人等施設の耐震化の状況 

※「建築物の耐震改修の促進に関する法律」に基づく基本方針に
示された耐震化率の目標値：平成 27 年までに少なくとも９割 

（文部科学省調べ：平成 22 年度当初予算、経済危機対応・地域活性化予備費まで。平成 22 年度の多様な

財源を活用した施設整備のうち、被災地の 2 大学、3 高専は未調査） 

※【 】内の数字は整備目標、（ ）内の数字は整備目標。小数点以下四捨五入により、合計とは合致しない。 

（文部科学省調べ） 

図表２ 第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画の進捗状況 
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・既存施設を点検・評価した結果に基づき、使用面積の再配分4を実施しており、

再配分した面積の６２％が共同利用スペースとして、１６％が研究室・実験室

として新たに確保されている。また、国立大学法人等全体の共同利用スペース

の面積は増加している。 １３３万㎡（Ｈ１８）→１６９万㎡（Ｈ２２） 

・各法人において、若手研究者のスペースを確保するための規程等の整備が進め

られてきている。 １３％（Ｈ１７）→６３％（Ｈ２０） 

・スペースチャージ5制度を導入している法人が増加しており、スペース使用料を

活用した維持管理等を行っている法人もある。 

６０％（Ｈ１７）→７６％（Ｈ２０） 

 

イ）施設の維持管理 

施設の維持管理は、学生や教職員等の安全確保、施設機能の劣化防止のみなら

ず、良好なキャンパス環境の確保を図るために不可欠であることから、施設・設

備の耐用年数やコスト等を考慮した上で、中長期にわたる改修・修繕に関する年

次計画を作成し、実施していくことが重要である。これについて、ほとんどの法

人において中長期的な修繕計画の策定が行われている。このうち、修繕等に係る

必要経費を含めた計画となっていないものが約３割あり、必要経費を含めた計画

であっても一部の施設に限定されているものなどもある。（図表５） 

一方、施設の維持管理コストの適正化への取組については、同種業務の一括発

注、複数年度契約への移行によるスケールメリットの活用や、より競争性の高い

一般競争入札方式等へ移行するなど縮減のための努力が行われている。 

                                                  
4 使用面積の再配分：既存施設の有効活用を図る観点から、施設の利用用途の変更を行う取組 
5 スペースチャージ：研究施設等において当該施設の使用者から徴収するスペース使用料 
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ウ）省エネルギー対策 

国立大学法人等においては、全ての法人において省エネルギー対策の基本方針

を定め、具体的な数値目標の設定がなされている。さらに、独自の取組として、

教職員の省エネ意識向上への取組や環境賦課金制度6の導入など省エネルギー対

策に関する積極的な取組を行っている法人もある。 

これらの取組等により、平成２０年度は、約７割のキャンパスにおいて、エネ

                                                  
6 環境賦課金制度：施設利用者から電力、ガス、水の消費量に対して賦課金を徴収し、その資金を省エネルギー対策に充てる制度 

◆若手研究者のスペース確保 ◆スペースチャージの実施状況 

◆共同利用スペースの確保状況 

（いずれも文部科学省調べ）

（文部科学省調べ）
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図表４ 戦略的施設マネジメントの推進（既存施設の有効活用） 

図表５ 中長期的な修繕計画の策定状況（施設の維持管理） 
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ルギー消費原単位7で前年度比較１％以上の改善がなされている。一方で、悪化

しているキャンパスも約２割存在することから、引き続き省エネルギー対策を推

進していく必要がある。（図表６） 

 
 

 

 

②多様な財源を活用した整備手法による整備 

 従来から、国立大学法人等の施設整備に当たっては、施設整備費補助金等の国費

による整備のほか、各法人における主体的な取組として、長期借入金制度を活用し

た整備、寄附等の自己収入の活用による整備、地方公共団体や他省庁、企業等との

連携による整備等、多様な財源を活用した整備手法による整備に積極的に取り組ん

でいる。 

 具体的には、多様な財源を活用した整備手法による整備として、平成１８年度か

ら平成２１２年度において約７８９９万㎡の整備を実施しており、教育研究施設の

整備のほか、産学官連携施設や福利施設・課外活動施設、宿泊施設等の整備が進め

られている。（図表７） 

 

③コスト縮減・適正な執行の取組状況 

 コスト縮減に関する取組は、平成９年度から実施しており、これまでのプログ

ラム等では目標をほぼ達成している。平成２０年度からは「文部科学省公共事業

コスト構造改善プログラム」により、コスト縮減を重視した取組から、ライフサ

イクルコスト等を勘案したコストと品質の両面を重視する取組へ転換し、５年間

で平成１９年度比、１５％の総合コスト改善率の達成を目指し、目標達成に向け

た取組の推進が求められている。 

 また、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」等に基づき、

各法人は責任を持って適正な入札・契約を実施していくことが求められる。 

                                                  
7 エネルギー消費原単位：建物のエネルギー使用量を、延床面積や使用時間などのエネルギー使用量と密接な関係を持つ値で除

したもの 

70%

11%

19%

１％以上改善

０～１％改善

悪化

　※　省エネ法に基づく第１種、第２種指定工場である大学キャンパスについて、
　　　　平成２０年度のエネルギー消費原単位の対前年度比をまとめたもの。
　※　省エネ法では、毎年１％エネルギー原単位を低減することが努力目標とされている。
　
　　　　エネルギー消費原単位：エネルギー使用量を延床面積、使用時間などエネルギーの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用量と密接な関係をもつ値で除したもの

件数（１１９キャンパス）

（文部科学省調べ）

図表６ エネルギー消費原単位の状況 
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約７万３千㎡（約２０６億円） 

東京大学 
情報学環・福武ホール 

京都大学 
医学部附属病院 積貞棟 

個人、企業等からの寄付による整備

約１３万６千㎡（約３９７億円）

九州大学 

稲盛財団記念館 

他府省の補助制度を活用した整備

約１５万１千㎡（約２７１億円）

信州大学 

ﾌｧｲﾊﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ施設 

長期借入金による整備 

大分大学 
学生寄宿舎 

東京農工大学 
農学部附属家畜病院 

民間企業等が実施主体となる整備 

約３万７千㎡（約１０１億円）

横浜国立大学 
大岡ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ 

北海道大学 
創薬基盤技術研究棟 

 約６万㎡（約９１億円）

間接経費等による整備 

目的積立金による整備 

 約２万２千㎡（約５３億円）

 約３５万６千㎡（約７７１億円）

北海道大学 

生物機能分子研究開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

東京大学 
数物連携宇宙研究機構棟 

秋田大学 
学生支援棟 

土地処分収入を活用した整備 

大阪大学 
融合型生命科学総合研究棟 

地方公共団体との連携による整備

寄 附 等：約１万２千㎡（約３２億円） 
主体事業：約２万㎡（約５８億円） 
借  用：約４万７千㎡（約１０７億円）

東京芸術大学 
千住キャンパス 

群馬大学 
太田キャンパス 

約５万５千㎡（約１３４億円） 

約２万３千㎡（約 ５２億円） 民間事業者の施設の借用 

整備面積 約９９万㎡   事業費 約２，２７３億円 
※被災地域の２大学、３高専の平成２２年度実績は未調査

その他自己財源による整備 

図表７ 多様な財源を活用した整備手法による整備の状況 

福岡教育大学 
マルチグラウンド 

熊本大学 
共用棟（若手研究者自立支援） 

（文部科学省調べ）
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（３）施設整備による教育研究等への成果・効果 

①第２次５か年計画において整備した施設による教育研究等への成果・効果 

第２次５か年計画の期間中に整備した施設による教育研究等への成果・効果について

国立大学法人等の長や教員等にアンケート調査を実施したところ、安全・安心な教育研

究環境の確保や教育研究活動の活性化、研究意欲の向上、学習意欲の向上などについ

て「効果があった」などとの回答が８割を超えており、教育研究等へ一定の効果が現れて

いる。（図表８）また、成果・効果を発現するためには、新たなスペースの確保や情報環

境・室内環境の充実・改善などの整備が有効であるとの回答が多く、様々な整備内容を

目的に合わせ効果的に組み合わせて実施することが有効である。（図表９） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆国立大学法人等の長を対象としたアンケート調査結果 

大学附属病院の整備

卓越した研究拠点の整備

人材養成機能を重視した
基盤的施設の整備

老朽施設の再生整備

ⅲ地域の中核的医療機関としての機能充実

ⅱ臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献

ⅰ医療系人材の教育・養成

ⅳ国家的・社会的課題への対応など他大学や公的研究機関との共同研
究等の連携協力を推進する研究環境の確保

ⅲ地方公共団体、民間企業との共同研究など社会等との連携協力を推
進する研究境の確保

ⅱ国内外の優れた研究者や学生を惹きつける研究環境の確保

ⅰ優れた教育研究機能を持つ世界水準の独創的・先端的な学術研究の
拠点形成

ⅴ宿舎や福利厚生施設等の生活面の環境の確保

ⅳ若手研究者が自立して研究できる環境の確保

ⅲ個性・特色ある教育内容・方法の展開

ⅱ大学院教育の実質化等の教育内容・方法の改革・改善への対応

ⅰ創造性豊かな人材、国際的に通用する人材等の人材養成機能の強化

ⅰ安全・安心な教育研究環境の確保

大学附属病院の整備

卓越した研究拠点の整備

人材養成機能を重視した
基盤的施設の整備

老朽施設の再生整備

ⅲ地域の中核的医療機関としての機能充実

ⅱ臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献

ⅰ医療系人材の教育・養成

ⅳ国家的・社会的課題への対応など他大学や公的研究機関との共同研
究等の連携協力を推進する研究環境の確保

ⅲ地方公共団体、民間企業との共同研究など社会等との連携協力を推
進する研究境の確保

ⅱ国内外の優れた研究者や学生を惹きつける研究環境の確保

ⅰ優れた教育研究機能を持つ世界水準の独創的・先端的な学術研究の
拠点形成

ⅴ宿舎や福利厚生施設等の生活面の環境の確保

ⅳ若手研究者が自立して研究できる環境の確保

ⅲ個性・特色ある教育内容・方法の展開

ⅱ大学院教育の実質化等の教育内容・方法の改革・改善への対応

ⅰ創造性豊かな人材、国際的に通用する人材等の人材養成機能の強化

ⅰ安全・安心な教育研究環境の確保

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

効果があった やや効果があった あまり効果がなかった 効果がなかった

（※「該当事業がない」を除く）

図表８ 第２次５か年計画の期間中に整備した施設による教育研究等への効果 

⑨先端技術の知識を取得した技術者の育成⑧創造的・独創的で自立した研究者の育成⑦学生の学習意欲の向上

⑥研究意欲の向上⑤共同研究や異分野の研究者との交流の活性化④教育研究活動の活性化

③教育研究の進展②教育研究内容の拡充①少人数教育等のきめ細やかな教育の実施

⑨先端技術の知識を取得した技術者の育成⑧創造的・独創的で自立した研究者の育成⑦学生の学習意欲の向上

⑥研究意欲の向上⑤共同研究や異分野の研究者との交流の活性化④教育研究活動の活性化

③教育研究の進展②教育研究内容の拡充①少人数教育等のきめ細やかな教育の実施

新増築や諸室の集約化等による新たなスペースの確保 情報環境等の整備による施設の高機能化 空調等の設備更新による施設の機能向上 耐震化等による安全・安心の確保

75%

10%

8%
7%

56%
26%

7%

11%

30%

42%

13%

15%

77%

9%

3%

11%

71%

16%

5%

8%

25%

31%

29%

15%

19%

7%

60%

14%

66%

17%

9%

8%

55%

31%

6%

8%

◆整備した施設を利用している教員等を対象としたアンケート調査結果 

図表９ 教育研究等への効果を発現するために最も有効な整備内容 
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②教育研究等への成果・効果の具体的事例 

第２次５か年計画の施設整備において、以下の事例のように教育研究等へ様々な成

果・効果が現れている。（図表 10） 

・図書館の老朽解消において、ラーニングルームを設置したことにより、コンピュータを活

用しながらの学術情報収集・整理等が可能となり学習効率が向上するとともに、グルー

プ学習室を設置したことにより、少人数のディスカッションが可能となり学習効果が向上 

（群馬大学） 

・研究スペースの不足を解消し安全な研究環境を確保することにより、新たな研究の展開

が可能となり、国内外の研究機関と連携した共同研究が可能となる等、研究活動が活性

化（広島大学） 

図表 10 施設整備による教育研究等への成果・効果の具体的事例 

課
題
の
解
決

課
題
の
解
決

課
題
の
解
決

課
題
の
解
決

課
題
の
解
決

課
題
の
解
決

人材養成機能を重視した基盤的施設の整備 ～学術情報基盤の強化による教育研究活動の活性化（群馬大学） ～

○電気設備の容量不足により、
機器の増設に対応できず、
新たな研究の展開が困難

○スペースの配置が高度化す
る研究内容に対応できてお
らず、機能的・効率的な研究
環境の確保が困難

○外国の研究機関との共同研究が増加
し、国際的な研究拠点として世界を
リード

○放射線影響・医科学分野における全
国の大学共同利用・共同研究拠点とし
て認定され、国内における共同研究も
活性化

大学附属病院の整備 ～病棟の高度化・快適性向上による高度先進医療の推進（岡山大学）～

○老朽化による施設機能低下
により高度先進医療を提供
するための環境が不十分

○病室の居住環境の悪化や
個室や食堂等の不足により、
患者サービスの質が低下

○ＩＣＵ（集中治療室）等の高度な先進医
療を提供する環境の整備やヘリポート
の整備により、地域の中核的医療機関
としての機能を強化

○個室病室を増やすなど快適な療養環
境を確保

卓越した研究拠点の整備 ～世界をリードする放射線医科学分野の研究拠点の形成（広島大学） ～

快適で機能的な実験室ゾーン
狭く機能性の低い実験室

世界水準の放射線医学研究の拠点

狭く老朽化した６人床の病室
快適な療養環境の個室病室

高度先進医療を支える環境

快適で機能的な実験室ゾーン

世界水準の放射線医学研究の拠点

狭く老朽化した６人床の病室 快適な療養環境の個室病室

高度先進医療を支える環境

情報化などに対応するスペースが不足

○グループ学習室等を整備したことに
より、課題探求型学習等を支援

○グループ学習室を設置したことによ
り、少人数のディスカッションが可能
になり、学習効果が向上

○ラーニングルームの設置により、情
報環境が充実し学習効率が向上パソコンを設置したラーニングルーム

コミュニケーションスペースを充実

○老朽化も進み、安全な環境
の確保が困難

○課題探求型学習等を支援
するスペースが不足

○情報化への対応など図書
館機能が不足

コミュニケーションスペースを充実

情報化などに対応するスペースが不足 パソコンを設置したラーニングルーム
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（H19改築工事）

（H19改築工事）
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・老朽化・狭隘化した附属病院を再生することにより、高度先進医療の提供や患者のプ

ライバシーの確保が可能となり、手術件数が増加するなど地域の中核的医療機関として

の機能強化や安全・安心な療養環境を確保（岡山大学） 

 

③施設の現状に関する満足度 

一方、前述のアンケート調査において、第２次５か年計画の期間中に整備を実施した

施設以外で現在保有している施設の満足度について調査したところ、国立大学法人等の

長と教員等ともに、施設の面積（量）と機能（質）について全設問において満足度が低く、

特に「教育研究の国際交流を推進するための施設」や「世界水準の学術研究の拠点とな

る施設」、「留学生宿舎」などについては「不満」などとの回答が約８割となっており満足度

が低い。（図表 11） 

 

 
 

 

◆国立大学法人等の長を対象としたアンケート調査結果 

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援に
関する施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な
設備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術
研究の拠点となる施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館附属図書館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究に
関する施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援に
関する施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な
設備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術
研究の拠点となる施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館附属図書館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究に
関する施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（※「該当なし」を除く）

面積（量）の満足度 機能（質）の満足度

満足 やや満足 やや不満 不満満足 やや満足 やや不満 不満

◆施設を利用している教員等を対象としたアンケート調査結果 

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援
に関する
施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な設
備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術研
究の拠点となる施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館
附属図書
館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究
に関する
施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援
に関する
施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な設
備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術研
究の拠点となる施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館
附属図書
館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究
に関する
施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満

（※「該当なし」を除く）

面積（量）の満足度 機能（質）の満足度

図表 11 整備を実施した施設以外で現在保有している施設の面積（量）、機能（質）の満足度 
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２．国立大学法人等施設の現状と課題 

 国立大学法人等施設は、第２次５か年計画に基づく重点的整備とシステム改革によ

り整備が推進されてきた。 

 しかしながら、現在の国立大学法人等の施設においては、依然として様々な課題を

抱えている状況が浮き彫りになっており、具体的には以下の問題が生じている。 

 

（１）老朽化の状況 

老朽化については、第２次５か年計画策定時に重点的整備の対象外となった老朽

施設や重点的整備の対象となりつつも、未だ整備がなされていない老朽施設に加え、

その後の経年による新たな老朽化の進行により、今後の改善需要は増大することが

見込まれている。 

 現在、国立大学法人等が保有している施設のうち、経年２５年以上の施設は約１,

５６０万㎡（保有施設の６割弱）存在し、このうち改善が必要な老朽施設は、未改

修の施設で約６６２万㎡（保有施設の約２５％）、一部改修済8の施設で約３４２万

㎡（保有施設の約１３％）となり、全体の老朽施設の改善需要としては約１，００

０４万㎡（保有施設の約３８％）になっている。これら老朽施設においては、安全

性・機能性の確保など早急に改善すべき課題を抱えている。（図表 12） 

 

  
 

 

①安全面に関わる問題 

 国立大学法人等の老朽施設の大半は旧耐震基準9により設計された施設であり、耐

震性など構造上の問題を有している施設が多く、学生や教職員等の安全確保、地域

の応急避難場所としての機能確保、これまで蓄積されてきた知的財産確保の観点か

らも問題がある。 

 耐震性については、大規模な地震等により倒壊等の危険性のある施設が依然とし

て残っている状況であり、安全な教育研究環境が十分確保されていない。一方で、

                                                  
8 一部改修済：耐震改修、内部改修、外部改修のいずれかが未改修の施設又は内外部改修後 25 年以上経過した施設 
9 旧耐震基準：耐震設計基準は、昭和 53 年の宮城沖地震後の抜本的見直しを受けて、昭和 56 年に改正されており、改正前の耐

震基準を旧耐震基準という。 

図表 12 国立大学法人等施設の経年別保有面積 

（文部科学省調べ）
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S36以前 S37～S41 S42～S46 S44～S51 S52～S56 S57～S61 S62～H3 H4～H8 H9～H13 H14～H18 H19～

面積（万㎡）

未改修
662万㎡

　　改　修　済：外部、内部、耐震の全てが改修済
　　一部改修済：外部、内部、耐震のいずれかが未改修
　　未　改　修：改修履歴が無い

（平成２２年度末推計）

経年25年未満
1,089万㎡

改修済
（改修不要）

556万㎡

一部改修済
（要改修）

342万㎡

・国立大学法人等の施設は約2,649万㎡
・経年25年以上の施設は約1,560万㎡（保有面積の約59％）
　うち、未改修又は一部改修済（要改修）の老朽施設は約1,004万㎡（保有面積の約38％）
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日本全国で大規模な地震の発生が危惧される中、「建築物の耐震改修の促進に関す

る法律」に基づく基本方針において、建築物の耐震化率を平成２７年までに少なく

とも９割にすることが目標とされており、耐震化は引き続き政府全体で取り組むべ

き課題である。 

 また、施設の経年劣化により、非構造部材10である外壁・庇の落下や、鉄筋の腐

食・コンクリートの劣化による構造体としての強度の低下等、安全面に問題のある

老朽施設が存在している。特に、経年５０年以上でコンクリート強度の低い建物等、

改修では建物の構造耐力の向上が困難なものも見受けられ、今後、建て替え（改築）

の需要も増加することが想定される。 

 このほか、基幹設備（ライフライン）11についても、法定耐用年数を超えるもの

の割合が高く、特に、受変電設備やガス等の屋外配管などの機能劣化により、教育・

研究・診療活動への支障に加え、人命に影響を与える重大な事故等が発生する恐れ

がある。（図表 13） 

 

                                                  
10 非構造部材：天井材、外装材、照明器具などの構造体以外の部材のこと。狭義には天井材をはじめとする建築非構造部材を

指すが、広義には設備機器や家具などを含める。  
11 基幹設備（ライフライン）：大学等の教育研究活動に不可欠な電力、ガス、通信・情報、給排水、空調等を維持するために必

要となる建築設備の主要・幹線部分をいう。 

耐震性が確保されていない老朽施設や、今にも外壁等が落下しそうな老朽施設など、安全上問題

のある危険な建物が数多く存在している。 

適切な維持管理を行っている基幹設備においても、経年劣化に伴う事故発生の恐れがあり、配管

の著しい劣化による漏水、ガス・蒸気漏れ、電線の破断等の発生や、老朽化したボイラーからの蒸気

の噴出、屋外の煙突や電柱の倒壊など、安全上問題のある危険な状態が数多く存在している。 
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②機能面に関わる問題 

 教育研究の高度化・多様化や組織の見直し、プロジェクト研究の変更等に伴い、

研究室や実験室等の利用内容・方法の変化が求められている中で、各室の配置がフ

レキシビリティに欠け、機能的・効率的に使用できない施設が多く存在している。 

 また、実験研究上求められる室内環境（防音、防振、防磁、適切な温度・湿度・

照度の確保など）の不備や配管の腐食による水質の問題から、実験の精度に影響を

及ぼす事例もある。 

 さらに、電力・給排水設備などの不備や容量不足により、実験研究内容の変化や

実験機器の増設に対応できないといった事例や、情報通信設備が不十分で多機能か

つ高機能な教育が実施できないといった事例も発生している。 

  このように、施設の老朽化により、十分な教育研究活動が実施できないなど、教

育研究を行う上で必要な質的機能が確保されていない施設が多く存在している。 

 

施設のフレキシビリティが欠けているため、教育研究の高度化・多様化に対応できておらず、さら

に、配水管の腐食による水質の悪化、電力・情報通信設備の容量不足等により、円滑な教育研究

に支障が生じる状況が発生している。 

平成 21 年 5 月 1 日現在

耐用年数が

超過してい

る台数 台数計

89 217

263 599

1,600 2,706

337 484

475 853

536 1,369

3,300 6,228

特別高圧受変電設備

自家用発電設備

受水槽設備

排水処理設備

暖房熱源設備
（ボイラ等）

冷房熱源設備
（冷凍機等）

9%

17%

40%

23%

16%

11%

6%

9%

12%

13%

9%

9%

8%

10%

7%

11%

6%

8%

17%

20%

11%

13%

14%

13%

18%

14%

11%

16%

19%

27%

22%

13%

11%

15%

22%

21%

20%

17%

8%

9%

14%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経年30年以上 経年25～29年 経年20～24年 経年15～19年 経年10～14年 経年5～9年 経年5年未満

平成２２年５月１日現在

（５３％） （１００％）合計

※法定耐用年数（減価償却資産の耐用年数等に関する省令に基づく耐用年数）はそれぞれ１５年

（文部科学省調べ）

図表 13 国立大学法人等における主な基幹設備（ライフライン）の老朽化状況 
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③資産価値に関わる問題 

建物は経年により日々機能が劣化するものであり、老朽施設は毎年確実に発生し

続けていく。建物に付随する設備を含め、建物等の耐用年数を踏まえた適切な投資

をしない場合、耐用年限を超えた建物等が増加し、一般的に減価償却費の減少とし

て表れてくることとなる。 

国立大学法人等の施設に係る減価償却費の状況をみると、教育研究に必要な基盤

的施設の減価償却費が平成１６年度から大幅に減少しており、少なくとも減価償却

費相当額を超える設備投資を実施していかない限り、建物の資産価値は減少するこ

ととなる。（図表 14） 

 
 

 

 

（２）狭隘化の状況 

 近年の教育研究の進展に伴う各種研究設備の増加や、大学院組織の拡充、産学官

連携の進展等により、国立大学法人等施設は著しい狭隘化に悩まされている。 

 これまでも「国立大学等施設緊急整備５か年計画」等において、狭隘解消を重点

的課題の一つとして位置づけ、緊急整備を図ってきたことにより、施設の保有面積

は需要に応じて増加しているが、現在の保有施設は教育研究を行うために必要とさ

れる面積（必要面積）の約９割にとどまっている状況であり、高度化・多様化する

教育研究を十分支援できていない施設が存在している。（図表 15） 

 具体的には、薬品等を使用する実験室の中に研究者のデスクを並べざるを得ない

といった劣悪な環境下において教育研究を強いられるなど、教育研究上著しい支障

が生ずるとともに、実験の安全確保が懸念されるケースも見受けられる。 

また、最近では、特に、外部資金の獲得によるプロジェクト研究等を実施してい

る一部の大学において、上記の必要面積では考慮されていないポストドクター12等

の研究者等が増加するなど、狭隘化が進行している事例も見受けられる。新たに採

用したポストドクター等の若手研究者に対する独立した研究スペースの支援状況

をみると、国立大学法人の約６３％が「なし」と答えており、これら若手研究者が

研究に専念できる自立的な環境が整っていない状況も発生している。（図表 16） 

 

                                                  
12 ポストドクター：Post-Doctoral Fellow の略。博士の学位を取得後、任期付で任用される者であり、①大学等の研究機関で

研究業務に従事している者であって、教授・准教授・助教・助手等の職にない者、②独立行政法人等の研究機関において研究業

務に従事している者のうち、所属する研究グループのリーダー・主任研究員等でない者を指す。（博士課程に標準修業年限以上

在学し、所定の単位を修得の上退学した者（いわゆる「満期退学者」）を含む。） 

※減価償却費：当該年度における固定資産の使用などによる経済価値の減少を示す。
※特定償却資産：減価に対応すべき収益の獲得が予定されない、教育研究施設等の資産 
           （減価償却費は、減価償却相当額を資本剰余金から減額する方法（損益外減価償却）） 
※特定償却資産以外：減価に対応すべき収益（附属病院収入等）の獲得が予定されている、附属病院等の資産 
              （減価償却費は、損益計算上の費用に計上（損益内減価償却））

図表 14 国立大学法人等の施設に係る減価償却費の推移

国立大学法人、大学共同利用機関法人、国立高等専門学校の財務諸表の建物、建物附属設備、構築物の減価償却費を集計 （文部科学省調べ）
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◆若手研究者ポストドクター等のスペースの確保状況 

（人） 

出典：「ポストドクター等の雇用状況・博士課程在籍者への経済的支援状況調査」文部科学省・科学技術政策研究所（平成22年4月） 

出典：科学技術政策研究所「科学技術人材に関する調査(2009年３月)」より作成 
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図表 16 国立大学法人等施設の狭隘化関連の状況 

必要面積

保有面積 

保有面積は教育研究を行うために必要

な面積の９割程度にとどまっている。 

大学院の増加等に伴い、 

必要面積は増加傾向にある。 

（万㎡） 

0

S59 S60 S61 S62 S63 平元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

※必要面積：教育研究環境の一定の水準を確保するため、学生・教職員数等に基づいて算出された目安となる面積 

（文部科学省調べ）

図表 15 国立大学法人等における必要面積及び保有面積の推移 
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